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・【
特
集
】
夏
の
災
害
に
備
え
る

・
農
家
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

● 

内 

容

「NOSAIおおいた」は、
大分県農業を支える
農業共済組合です



夏の災害に備える

台風で全壊したハウス

台風で倒壊した家屋

大分県のハザードマップ

土砂災害で埋まった水田

知
っ
て
・
備
え
る

大
雨
や
台
風
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
い
つ
災
害
が
起

き
て
も
命
を
守
れ
る
よ
う
、
災
害
が
起
こ
っ
た
時
の
こ
と
を

想
定
し
、
日
頃
か
ら
備
え
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
自
分

が
住
む
地
域
の
災
害
リ
ス
ク
を
知
り
、
家
族
で
話
し
合
っ
て

情
報
を
共
有
し
ま
し
ょ
う
。

知
る

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
確
認

自
分
の
住
む
地
区
が
「
洪
水
」
や
「
土
砂
災
害
」
の
リ
ス

ク
が
あ
る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
、

想
定
さ
れ
る
災
害
が
区
域
に
応
じ
て
色
分
け
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
寄
り
の
避
難
所
や
避
難
経
路
を
調
べ
て
、
家
族
で
歩
い
て

み
ま
し
ょ
う
。

情
報
を
入
手
し
よ
う

適
切
な
避
難
行
動
を
と
る
た
め
に
、
気
象
警
報
や

市
町
村
か
ら
発
令
さ
れ
る
避
難
情
報
、
河
川
水
位
や

道
路
規
制
等
の
情
報
収
集
が
大
変
重
要
で
す
。
特
に

災
害
時
は
停
電
や
道
路
の
通
行
止
め
な
ど
が
発
生
し

ま
す
。

情
報
を
知
る
こ
と
で
、
次
に
と
る
べ
き
行
動
の
ヒ

ン
ト
と
な
り
精
神
的
な
不
安
の
軽
減
に
も
な
り
ま
す
。

新
し
い
「
避
難
情
報
」
を
確
認
し
よ
う

令
和
３
年
５
月
20
日
か
ら
警
戒
レ
ベ
ル
に
伴
う
避
難
情
報

が
見
直
さ
れ
、警
戒
レ
ベ
ル
４
は
、「
避
難
勧
告
」
が
廃
止
さ
れ
、

「
避
難
指
示
」
に
一
本
化
さ
れ
ま
し
た
。

警
戒
レ
ベ
ル
４
「
避
難
指
示
」
ま
で
に
危
険
な
場
所
か
ら

全
員
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
警
戒
レ
ベ
ル
３
や
４
が

発
令
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
気
象
庁
な
ど
の
気
象
情
報
を
参

考
に
早
め
の
避
難
を
し
ま
し
ょ
う
。

夏
場
は
自
然
災
害
の
多
い
季
節
。
台
風

シ
ー
ズ
ン
に
加
え
近
年
で
は
集
中
豪
雨
に

よ
る
増
水
や
土
砂
災
害
に
よ
る
被
害
も
甚

大
化
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
い
つ
訪
れ
る
か
わ
か

ら
な
い
災
害
に
ど
う
備
え
た
ら
い
い
の
か
。

災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
ど
ん
な
行
動
を

し
た
ら
よ
い
の
か
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

（
監
修
：
大
分
県
防
災
対
策
企
画
課
）

お
お
い
た
防
災
ア
プ
リ
を

　ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
よ
う
！

機
能

・
大
分
県
内
の
避
難
情
報
や
気
象
情
報
を
ス

マ
ホ
に
お
知
ら
せ

・
津
波
や
土
砂
災
害
な
ど
の
危
険
性
を
表
示

・
最
寄
り
の
避
難
所
を
検
索
し
て
経
路
を

マ
ッ
プ
に
表
示

・
現
在
地
か
ら
安
否
情

報
を
登
録
す
る
こ
と
が

可
能

「防災アプリを活用して情報を入手してください」と話す、
大分県生活環境部　防災局の酒井亮司主任

特 集

警戒
レベル

避難情報等（警戒レベル）

5

おおいた防災

【GooglePlay】 【AppStore】

状況

災害発生
又は切迫

命の危険
直ちに安全確保！ 緊急安全確保

4 災害の
おそれ高い

危険な場所から
全員避難 避難指示

3 災害の
おそれあり

危険な場所から
高齢者等は避難 高齢者等避難

2 気象状況悪化 自らの避難行動を
確認 大雨・洪水注意報

1 今後気象状況
悪化のおそれ

災害への
心構えを高める 早期注意情報

住民がとるべき行動 避難情報等

〈警戒レベル４までに必ず避難！〉

気象庁や市町村が発信する「警戒レベル」、「避難情報」を必ず理解しよう

● 

特

　集
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チェックしよう 非常時持ち出し品

備
え
る

我
が
家
を
点
検
し
よ
う

家
屋
に
も
浸
水
や
強
風
へ
の
備
え
が
必
要
で
す
。

大
雨
・
台
風
が
迫
っ
て
か
ら
の
対
策
で
は
危
険
な
の
で
、
日
頃
か
ら
家
の
周
囲
を
点

検
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

● 建物共済、火災保険、自動車保険など、災害時に適用可能なケースについて、契約を確認
しておきましょう。

● 契約内容を事前確認するだけで、慌てることが少なくなります。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共
済
を
オ
ス
ス
メ
し
ま
す掛金は？

加入額1,000万円あたり…
火災共済…9,410円

（普通物件一般造のとき）

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共
済
は
、
少
な
い
掛
金
で
補
償
も
充
実
し
て
お
り
、
１
年
契
約
の
た

め
毎
年
の
契
約
内
容
の
見
直
し
が
容
易
で
す
。
総
合
共
済
で
は
火
災
共
済
の
対
象
と
な
る
事

故
の
ほ
か
、
地
震
や
風
水
害
と
い
っ
た
近
年
心
配
さ
れ
る
自
然
災
害
も
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。

総合共済の対象となる事故

火災共済の対象となる事故

持ち運んで逃げるために必要最低限のものをリュックサックなど
に入れておき、寝室や玄関など持ち出しやすい場所に準備しておき
ましょう。

非常時に備え、飲料（１人１日２～３ℓ）や食料、生活用品などを物置、キッチン、押し
入れなどに小分けして備蓄（最低３日分～１週間分）しておきましょう。ローリングストッ
ク法（備蓄した非常食を毎月１回以上食べて買い足す備蓄法）を行うことで、消費期限切
れを防いだり、消費期限が短いレトルト食品や野菜ジュースも非常食として活用できます。

□　水、食料品（ごはん、レトルト食品、乾パン）
□　ビニール袋、ごみ袋
□　救急セット（ばんそうこう、包帯、消毒液など）
□　ティッシュペーパー、トイレットぺーパー
□　除菌ウェットシート
□　使い捨てカイロ
□　ライター、マッチ、ろうそく
□　簡易トイレ
□　乾電池
□　貴重品（預金通帳、印鑑、現金）
□　地図、防災マップ

□　懐中電灯（手動充電式）
□　携帯ラジオ（手動充電式）
□　歯ブラシ／歯磨き粉
□　毛布／防寒具

感染症対策
□　マスク
□　消毒用アルコール、ペーパータオル
□　体温計
□　使い捨て手袋

※乳児がいる世帯は粉ミルクやおむつなど、女性は
　生理用品など、必要に応じて準備しておきましょう

日頃からの備蓄を更新しよう

男性 15kg
女性 10kg

重さの目安

保険契約の内容を確かめましょう

いざという時慌てないために

契
約
内
容
の
見
直
し
に
は
！

火災 落雷 破裂・爆発
盗難による
き損・汚損

建物の外部からの
物体の落下、衝突等

給排水設備の
事故等に伴う水ぬれ

騒乱・集団行動による
破壊

風水害 地震・噴火・津波
（共済金額の50％が限度）

総合共済…29,860円

マイ・タイムライン作成のポイント！
● 記載されている項目以外にも自分が考えたことを

記入してみよう。
● 家族みんなでいろんな意見を出し合って、楽しみ

ながら作ってみよう。
● マイ・タイムラインをみんなの目につきやすい場所

に貼っておこう。（冷蔵庫やトイレなど）

様式は大分県防災対策企画課のHPで！
https://www.pref.oita.jp/site/bosaitaisaku/

い
ざ
と
い
う
時
の
非
常
用
持
ち
出
し
袋

非
常
用
持
ち
出
し
袋
は
、
今
す
ぐ
に
避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
に
、
持
ち
運
ん

で
逃
げ
る
た
め
必
要
最
低
限
の
も
の
を
入
れ
て
お
く
も
の
で
す
。
避
難
に
支
障
が
出
る
重

さ
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
て
、
平
時
か
ら
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
食
料
品
な
ど
の

備
蓄
は
日
頃
か
ら
更
新
し
て
お
く
と
効
果
的
で
す
。

非
常
時
の
行
動
を
決
め
る
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
、
災
害
に
対
す
る
事
前
の
備
え
や
、
大
雨
・
台
風
の
接
近
に
よ

り
洪
水
や
浸
水
害
、
土
砂
災
害
な
ど
が
発
生
す
る
危
険
性
が
高
ま
っ
た
と
き
の
、
避
難
開
始

の
基
準
、「
避
難
ス
イ
ッ
チ
」
を
オ
ン
に
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
を
、
時
系
列
順
で
あ
ら
か
じ

め
整
理
し
て
お
く
自
分
自
身
や
家
族
の

避
難
行
動
計
画
で
す
。

↓
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
や
っ
て
み
よ
う

古い雨戸は、飛ばされない
ように筋交いをつけたり、
つっかい棒をあてがったり
して、応急の補強をする。

浸水の危険がある場
合には、大 切な家財
道具は二階や高い安
全な場所に移動する。

建物の周囲にある
風に飛ばされそう
な物を取り込む。

ひび割れや破損箇所は
補強する。

手すりが壊れていたら
修理する。

雨樋の掃除をする。

プロパンガスボンベはしっかり
固定する。

雨戸のないガラス窓は飛来物
の破損から守る工夫をする。

アンテナや煙突などの補強を
する。

屋根瓦のずれなどを補修して
飛ばされないようにする。

建物の周囲にある箱などを片付ける。

竿やベランダの小物などを全て
取り込む。

● 

特

　集
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バ
ー
し
て
い
ま
す
。

総合共済の対象となる事故

火災共済の対象となる事故

持ち運んで逃げるために必要最低限のものをリュックサックなど
に入れておき、寝室や玄関など持ち出しやすい場所に準備しておき
ましょう。

非常時に備え、飲料（１人１日２～３ℓ）や食料、生活用品などを物置、キッチン、押し
入れなどに小分けして備蓄（最低３日分～１週間分）しておきましょう。ローリングストッ
ク法（備蓄した非常食を毎月１回以上食べて買い足す備蓄法）を行うことで、消費期限切
れを防いだり、消費期限が短いレトルト食品や野菜ジュースも非常食として活用できます。

□　水、食料品（ごはん、レトルト食品、乾パン）
□　ビニール袋、ごみ袋
□　救急セット（ばんそうこう、包帯、消毒液など）
□　ティッシュペーパー、トイレットぺーパー
□　除菌ウェットシート
□　使い捨てカイロ
□　ライター、マッチ、ろうそく
□　簡易トイレ
□　乾電池
□　貴重品（預金通帳、印鑑、現金）
□　地図、防災マップ

□　懐中電灯（手動充電式）
□　携帯ラジオ（手動充電式）
□　歯ブラシ／歯磨き粉
□　毛布／防寒具

感染症対策
□　マスク
□　消毒用アルコール、ペーパータオル
□　体温計
□　使い捨て手袋

※乳児がいる世帯は粉ミルクやおむつなど、女性は
　生理用品など、必要に応じて準備しておきましょう

日頃からの備蓄を更新しよう

男性 15kg
女性 10kg

重さの目安

保険契約の内容を確かめましょう

いざという時慌てないために

契
約
内
容
の
見
直
し
に
は
！

火災 落雷 破裂・爆発
盗難による
き損・汚損

建物の外部からの
物体の落下、衝突等

給排水設備の
事故等に伴う水ぬれ

騒乱・集団行動による
破壊

風水害 地震・噴火・津波
（共済金額の50％が限度）

総合共済…29,860円

マイ・タイムライン作成のポイント！
● 記載されている項目以外にも自分が考えたことを

記入してみよう。
● 家族みんなでいろんな意見を出し合って、楽しみ

ながら作ってみよう。
● マイ・タイムラインをみんなの目につきやすい場所

に貼っておこう。（冷蔵庫やトイレなど）

様式は大分県防災対策企画課のHPで！
https://www.pref.oita.jp/site/bosaitaisaku/

い
ざ
と
い
う
時
の
非
常
用
持
ち
出
し
袋

非
常
用
持
ち
出
し
袋
は
、
今
す
ぐ
に
避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
に
、
持
ち
運
ん

で
逃
げ
る
た
め
必
要
最
低
限
の
も
の
を
入
れ
て
お
く
も
の
で
す
。
避
難
に
支
障
が
出
る
重

さ
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
て
、
平
時
か
ら
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
食
料
品
な
ど
の

備
蓄
は
日
頃
か
ら
更
新
し
て
お
く
と
効
果
的
で
す
。

非
常
時
の
行
動
を
決
め
る
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
、
災
害
に
対
す
る
事
前
の
備
え
や
、
大
雨
・
台
風
の
接
近
に
よ

り
洪
水
や
浸
水
害
、
土
砂
災
害
な
ど
が
発
生
す
る
危
険
性
が
高
ま
っ
た
と
き
の
、
避
難
開
始

の
基
準
、「
避
難
ス
イ
ッ
チ
」
を
オ
ン
に
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
を
、
時
系
列
順
で
あ
ら
か
じ

め
整
理
し
て
お
く
自
分
自
身
や
家
族
の

避
難
行
動
計
画
で
す
。

↓
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
や
っ
て
み
よ
う

古い雨戸は、飛ばされない
ように筋交いをつけたり、
つっかい棒をあてがったり
して、応急の補強をする。

浸水の危険がある場
合には、大 切な家財
道具は二階や高い安
全な場所に移動する。

建物の周囲にある
風に飛ばされそう
な物を取り込む。

ひび割れや破損箇所は
補強する。

手すりが壊れていたら
修理する。

雨樋の掃除をする。

プロパンガスボンベはしっかり
固定する。

雨戸のないガラス窓は飛来物
の破損から守る工夫をする。

アンテナや煙突などの補強を
する。

屋根瓦のずれなどを補修して
飛ばされないようにする。

建物の周囲にある箱などを片付ける。

竿やベランダの小物などを全て
取り込む。

● 

特

　集

05
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豪 雨

台風10号による倒壊

● 園芸施設共済は、施設本体だけでなく、栽培棚や暖房などの設備・撤去費用等も補償の対象にする
ことができます。

● 農業者の負担を軽減する割引が複数あります。（集団加入で割引、補強施設で割引など）
● 掛金の 50％は国が負担します。（補償金額合計１億６千万円が上限です）　

収入保険とセット加入することで、施設内の作物が被害を受けたときの収入減少も補償することができます。

今後、自然災害が起こらないという保証はありません。
リスクへ備え、園芸施設共済への加入をオススメします。

収入保険とセット加入でさらに安心

令和２年度園芸施設共済 支払共済金は…

自然災害への備えは園芸施設共済

総額約３千万円！
夏の災害が 87％を占めています！

７月豪雨　６％その他　７％

台風９号
１％

台風10号
80％

１月寒気団
６％

河川の氾濫による土砂流入

+

台 風

令和２年７月豪雨
玖珠日田地方を中心に、 河川の氾濫、土砂崩れ

等により、29棟の加入棟に被害が発生しました。

令和２年 台風９号・10号
佐 伯 市で最 大 瞬 間 風 速 3 8 .7ｍ、大 分 県 内で

496棟の加入棟に被害が発生しました。

● 

特

　集
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８
月
２
日
㈪
は…

水
稲
共
済
の
掛
金
納
入
期
日
で
す

来
年
産
か
ら…

一
筆
方
式
が
廃
止
さ
れ
ま
す

青
色
申
告
を
し
て
い
る
方
に
オ
ス
ス
メ

【
口
座
振
替
の
日
付
は…

】

【
作
付
確
認
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
】

※

口
座
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
稲
共
済
に
加
入
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
、「
加
入
承
諾
書
兼
掛
金
等
払
込
通
知

書
」・「
納
付
書
」・「
作
付
確
認
書
」を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
指
定
口
座
か
ら
の
振
替
、

納
付
書
に
よ
る
振
込
み
に
よ
り
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

納
入
期
日
ま
で
に
掛
金
の
納
入
が
な
い
場
合
、
契
約
が
解
除
さ
れ
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

本
年
産
水
稲
の
地
名
地
番
・
作
付
面
積
等
を
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

変
更
や
訂
正
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
最
寄
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

● 

水
稲
だ
け
で
な
く
、生
産
し
販
売
す
る
農
産
物
す
べ
て
の
補
償
を
し
ま
す
。

● 

自
然
災
害
だ
け
で
な
く
、価
格
低
下
や
農
業
者
の
病
気
な
ど
に
よ
る
収
入

減
少
を
補
償
し
ま
す
。

ここを
チェック！

水
稲
共
済
に
ご
加
入
の
皆
様
へ

７
月
20
日
㈫
で
す

□
地
名
地
番

　□
作
付
面
積

　□
品
種
名

□
作
付
し
て
い
な
い
の
に
確
認
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る

□
作
付
し
て
い
る
の
に
確
認
書
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い

令
和
３
年
産
を
最
後
に
「
一
筆
方
式
」
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
次
の
３
つ
の
制
度
・
方
式
へ
の
加
入
を
オ
ス
ス
メ
し
ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
皆
さ
ん
と
相
談
し
、
最
適
な
加
入
方
法
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

事
前
に
お
知
ら
せ
し
な
い
で
職
員
が
訪
問
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

オ
ス
ス
メ 

①  

収
入
保
険

コ
メ
の
乾
燥
・
籾
す
り
作
業
を
Ｊ
Ａ
・
業
者
な
ど
に

委
託
し
て
い
る
方
に
オ
ス
ス
メ

● 

実
際
の
収
穫
量
で
補
償
を
決
定
し
ま
す
。

● 

平
均
し
た
収
穫
量
の
最
高
９
割
を
補
償
し
ま
す
。

オ
ス
ス
メ 

②  

全
相
殺
方
式

① 

② 

以
外
の
方
に
オ
ス
ス
メ

● 

市
町
ご
と
の
作
況
指
数
で
補
償
を
決
定
し
ま
す
。

● 
平
年
作
況
指
数
の
最
高
９
割
を
補
償
し
ま
す
。

オ
ス
ス
メ 

③  

地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式

被害が軽微で上記の共済金支払いの対象に
ならなくても、耕地ごとに50%以上減収した
とき、その耕地に対し共済金が支払われる
特約が付きます。
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・加入者本人、配偶者、実子、実父、実母
・農機具共済加入法人の構成員

● 対象者
・大型特殊免許（「農耕用に限る」を含む）
・けん引免許（「農耕用に限る」を含む）

● 対象免許

１加入者あたり１万円を上限とします
● 補助金額

● 申請期限
 令和４年３月 31 日（木）まで

防風等施設の設置・施設の強化費用に関する補助は令和３年度で終了します。
● 申請期限　令和４年２月 28 日（月）まで

規制緩和により作業機をつけた農耕
トラクターの公道走行が可能になり
ました。

「大型特殊免許」を取得し安全運転に
努めましょう。

● 補助金額
購入経費の30％（10ａあたり800円を上限とします）

※県・市町村からの補助があった場合は補助額を控除した金額を防風等補強施設の設置費用とします。
※１加入者あたり 10 万円を限度とします。　※申請には防風等補強施設の設置後の写真が必要です。

他にも…
・防除用動力噴霧機の貸し出し
・水稲倒伏防止用の乗用溝切り機の貸し出し
・園芸施設用補修テープの配布
 など組合員向けに様々な損害防止サービスを提供しています！

虫害対策

防風等補強施設の設置費用
（人件費及び諸経費を含む）×30％

業者が設置する場合

防風等補強施設の設置費用
（人件費及び諸経費を除く）×50％

個人で設置する場合

購入経費の30％（10ａあたり400円を上限とします）
※県・市町村からの補助があった場合は補助額を控除した金額を購入経費とします。

● 補助金額

対象者　「水稲共済」又は「収入保険」に加入する組合員等

対象者　令和３年度に園芸施設共済に加入されている方

申請書類は共済部長を通じて配布又は郵送します。
対象者　令和３年度に農機具共済に加入されている方
 ※加入者ごとに年度につき１名を限度とします。

①スクラム箱粒剤
②防人箱粒剤
③サンスパイク箱粒剤
④サンエース箱粒剤
⑤箱維新粒剤
⑥箱将軍粒剤
⑦ハコガード粒剤
⑧ホクコーフェルテラゼ

クサロン箱粒剤
⑨ホクコービルダーフェ

ルテラゼクサロン粒剤

⑩フルスロットル箱粒剤
⑪アンコール箱粒剤
⑫ゼクサロンパディート

箱粒剤
⑬ブイゲットフェルテラ

ゼクサロンＬ粒剤
⑭ブイゲットハ コレン

ジャーＬ粒剤
⑮ブーンゼクテラ箱粒剤

ウンカ対策
● 対象薬剤（トリフルメゾピリム成分を含むものに限る）

箱苗施薬及び対象薬剤を使用した水稲苗の購入経費を補助

農機具共済 「大型特殊免許・けん引免許」取得費用を補助

園芸施設共済 防風等施設の設置・施設の強化費用の補助
ジャンボタニシ対策 登録薬剤の購入経費を補助

お問い合わせはお近くの

（農業共済）へ

東 部 支 所  TEL.０９７８‐６３‐４４６６
中西部支所  TEL.０９７３‐７２‐３４０９
大分出張所  TEL.０９７‐５７６‐７４６１

南 部 支 所  TEL.０９７４‐２２‐３３３０
竹田出張所  TEL.０９７４‐６３‐２８２５
北 部 支 所  TEL.０９７８‐３２‐１３０７

※県・市町村からの補助があった場合は補助額を控除した金額を
購入経費とします。

※ 次の加入方法で水稲共済にご加入の方は、虫害対策と獣害対策の補助対象となりません。
 ● 一筆方式  5 割　　● 半相殺方式  6 割　　● 地域インデックス方式  ８割、７割

申請期限
令和３年８月31日（火）まで

ウンカ対策とジャンボタニシ対策を同時に申請した場合、
合計補助金額を10a当たり上限を1,000円に調整します。

・電気防護柵・電気柵バッテリー・電池・鉄線柵及び金網柵
・防獣用ネット柵・トタン柵・箱罠（免許取得者）・くくり罠（免許取得者）

● 対象器具等

※県・市町村からの補助があった場合は補助額を控除した金額を購入経費とします。
購入経費の30％（１経営体ごとに40万円を上限とします）

● 補助金額

● 申請期限　令和３年11月30日（火）まで

対象者　「水稲共済」又は「収入保険」に加入する組合員等

獣害対策 器具等の購入経費を補助

農
家
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

N
O
S
A
I
お
お
い
た
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※金額等は６月末の通常総代会で正式に決定します。



・加入者本人、配偶者、実子、実父、実母
・農機具共済加入法人の構成員

● 対象者
・大型特殊免許（「農耕用に限る」を含む）
・けん引免許（「農耕用に限る」を含む）

● 対象免許

１加入者あたり１万円を上限とします
● 補助金額

● 申請期限
 令和４年３月 31 日（木）まで

防風等施設の設置・施設の強化費用に関する補助は令和３年度で終了します。
● 申請期限　令和４年２月 28 日（月）まで

規制緩和により作業機をつけた農耕
トラクターの公道走行が可能になり
ました。

「大型特殊免許」を取得し安全運転に
努めましょう。

● 補助金額
購入経費の30％（10ａあたり800円を上限とします）

※県・市町村からの補助があった場合は補助額を控除した金額を防風等補強施設の設置費用とします。
※１加入者あたり 10 万円を限度とします。　※申請には防風等補強施設の設置後の写真が必要です。

他にも…
・防除用動力噴霧機の貸し出し
・水稲倒伏防止用の乗用溝切り機の貸し出し
・園芸施設用補修テープの配布
 など組合員向けに様々な損害防止サービスを提供しています！

虫害対策

防風等補強施設の設置費用
（人件費及び諸経費を含む）×30％

業者が設置する場合

防風等補強施設の設置費用
（人件費及び諸経費を除く）×50％

個人で設置する場合

購入経費の30％（10ａあたり400円を上限とします）
※県・市町村からの補助があった場合は補助額を控除した金額を購入経費とします。

● 補助金額

対象者　「水稲共済」又は「収入保険」に加入する組合員等

対象者　令和３年度に園芸施設共済に加入されている方

申請書類は共済部長を通じて配布又は郵送します。
対象者　令和３年度に農機具共済に加入されている方
 ※加入者ごとに年度につき１名を限度とします。

①スクラム箱粒剤
②防人箱粒剤
③サンスパイク箱粒剤
④サンエース箱粒剤
⑤箱維新粒剤
⑥箱将軍粒剤
⑦ハコガード粒剤
⑧ホクコーフェルテラゼ

クサロン箱粒剤
⑨ホクコービルダーフェ

ルテラゼクサロン粒剤

⑩フルスロットル箱粒剤
⑪アンコール箱粒剤
⑫ゼクサロンパディート

箱粒剤
⑬ブイゲットフェルテラ

ゼクサロンＬ粒剤
⑭ブイゲットハ コレン

ジャーＬ粒剤
⑮ブーンゼクテラ箱粒剤

ウンカ対策
● 対象薬剤（トリフルメゾピリム成分を含むものに限る）

箱苗施薬及び対象薬剤を使用した水稲苗の購入経費を補助

農機具共済 「大型特殊免許・けん引免許」取得費用を補助

園芸施設共済 防風等施設の設置・施設の強化費用の補助
ジャンボタニシ対策 登録薬剤の購入経費を補助

お問い合わせはお近くの

（農業共済）へ

東 部 支 所  TEL.０９７８‐６３‐４４６６
中西部支所  TEL.０９７３‐７２‐３４０９
大分出張所  TEL.０９７‐５７６‐７４６１

南 部 支 所  TEL.０９７４‐２２‐３３３０
竹田出張所  TEL.０９７４‐６３‐２８２５
北 部 支 所  TEL.０９７８‐３２‐１３０７

※県・市町村からの補助があった場合は補助額を控除した金額を
購入経費とします。

※ 次の加入方法で水稲共済にご加入の方は、虫害対策と獣害対策の補助対象となりません。
 ● 一筆方式  5 割　　● 半相殺方式  6 割　　● 地域インデックス方式  ８割、７割

申請期限
令和３年８月31日（火）まで

ウンカ対策とジャンボタニシ対策を同時に申請した場合、
合計補助金額を10a当たり上限を1,000円に調整します。

・電気防護柵・電気柵バッテリー・電池・鉄線柵及び金網柵
・防獣用ネット柵・トタン柵・箱罠（免許取得者）・くくり罠（免許取得者）

● 対象器具等

※県・市町村からの補助があった場合は補助額を控除した金額を購入経費とします。
購入経費の30％（１経営体ごとに40万円を上限とします）

● 補助金額

● 申請期限　令和３年11月30日（火）まで

対象者　「水稲共済」又は「収入保険」に加入する組合員等

獣害対策 器具等の購入経費を補助

農
家
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

N
O
S
A
I
お
お
い
た
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※金額等は６月末の通常総代会で正式に決定します。



＋
保健師さんの

健康アドバイス

● 

の
み
込
む
力
が
衰
え
る
と

 

　
の
み
込
む
力
が
衰
え
る
と
、
食
べ
物
を
う
ま
く
の
み
込
め
な

く
な
る
た
め
食
欲
が
低
下
し
た
り
、
柔
ら
か
い
も
の
や
噛
ま
ず

に
食
べ
ら
れ
る
も
の
を
好
む
よ
う
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
の

結
果
、
栄
養
が
偏
り
、
栄
養
不
足
と
な
り
、
筋
肉
量
が
減
少
し

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
が
進
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

● 

さ
ら
に
怖
い
の
は
誤
嚥

 

　
の
ど
の
奥
で
は
、
空
気
の
通

り
道
で
あ
る
気
管
と
、
食
べ
物

の
通
り
道
で
あ
る
食
道
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。
呼
吸
を
す
る
と

き
は
、
空
気
は
気
管
を
通
り
、

食
べ
る
と
き
は
、
気
管
の
入
り

口
に
あ
る
ふ
た
（
喉
頭
蓋
）
に
よ
っ
て
気
管
が
ふ
さ
が
れ
、
食

べ
物
は
食
道
に
送
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 

　
し
か
し
、
加
齢
と
と
も
に
、
の
ど
の
筋
肉
が
衰
え
る
と
、
気

管
を
ふ
さ
ぐ
ふ
た
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ
な
く
な
り
、
の
み
込

ん
だ
食
べ
物
が
気
管
に
入
っ
て
し
ま
う
「
誤
嚥
」
が
起
こ
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

 

　
誤
嚥
す
る
と
、
む
せ
た
り
咳
が
出
て
、
食
べ
物
を
気
管
か
ら

吐
き
出
そ
う
と
し
ま
す
が
、
筋
肉
が
衰
え
る
と
、
む
せ
た
り
咳

込
ん
だ
り
す
る
力
も
衰
え
る
た
め
、
う
ま
く
吐
き
出
せ
ず
、
食

べ
物
な
ど
と
一
緒
に
細
菌
が
肺
に
入
っ
て
起
こ
る
「
誤
嚥
性
肺

炎
」
や
窒
息
を
招
く
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

● 

の
み
込
む
力
を
鍛
え
て
誤
嚥
を
予
防
し
よ
う

 

　
の
ど
の
筋
肉
は
、
40
歳
代
か
ら
衰
え
始
め
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
の
み
込
む
と
き
に
必
要
な
筋
肉
に
働
き
か
け
る
体
操
を
生
活
に

取
り
入
れ
て
、
の
み
込
む
力
を
鍛
え
ま
し
ょ
う
。

 

お
で
こ
体
操   …

 

ふ
た（
喉
頭
蓋
）を
支
え
る
筋
肉
を
鍛
え
ま
す

 

①
へ
そ
を
の
ぞ
き
込
む
よ
う
に
あ
ご
を

引
き
、
額
に
手
の
付
け
根
を
当
て
る

 

②
の
ど
ぼ
と
け
周
辺
に
力
を
入
れ
な
が

ら
、
手
と
額
を
５
秒
間
押
し
合
う

 

　
１
日
５
〜
10
回
行
い
ま
し
ょ
う

 

パ
タ
カ
ラ
体
操   …

 

の
ど
や
舌
の
筋
肉
を
鍛
え
ま
す

 

①
で
き
る
だ
け
は
っ
き
り
と
早
口
で
「
パ

パ
パ…

」「
タ
タ
タ…

」「
カ
カ
カ…

」

「
ラ
ラ
ラ…

」
と
５
回
ず
つ
発
音
す
る

 

②
つ
な
げ
て
「
パ
、
タ
、
カ
、
ラ
」
と

５
回
発
音
す
る

 

　
舌
の
動
き
に
注
意
し
て
大
き
な
声
で

行
い
、
慣
れ
て
き
た
ら
回
数
を
増
や
し

て
み
ま
し
ょ
う

 

　
こ
れ
ら
の
体
操
は
、
毎
日
続
け
て
こ
そ

効
果
が
出
て
く
る
も
の
で
す
。
ご
家
族
と

一
緒
に
や
っ
て
み
た
り
、
童
謡
の
歌
詞
を

パ
タ
カ
ラ
に
変
え
て
歌
っ
て
み
た
り
と
、

楽
し
み
な
が
ら
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

の
み
込
む
力
が
衰
え
る
と 

前
号
で
、筋
肉
の
質
や
量
が
低

下
す
る
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
に
つ
い
て
の

話
を
し
ま
し
た
。サ
ル
コ
ペニ
ア
が

あ
る
と
、手
脚
だ
け
で
な
く
、の
み

込
む
力
も
低
下
し
ま
す
。の
み
込

む
力
が
衰
え
る
と
、食
事
に
支
障

を
き
た
し
た
り
、「
誤
嚥
」を
起
こ

し
や
す
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。積

極
的
に
予
防
対
策
を
行
って
、の
み

込
む
力
を
維
持
し
ま
し
ょ
う
。

日
田
市
医
師
会
立

日
田
検
診
セ
ン
タ
ー

　
　
　
保
健
師
　
渡
辺 

綾
子

鼻腔

舌

咽頭

口腔

喉頭蓋
喉頭

気管
食道

胃肺

手
は
上
に
向
か
っ
て
押
す

お
で

こは下向きに

のどぼとけの辺りに力が入って
いることを意識します

５秒キープ

パ タ カ ラ
くちびるを

破裂させるように
舌の先を
歯切れよく

舌の奥をのどに
押し付けるように

舌の先を
クルクルまわして

パ
パ

パ
パ
パ

タ
タ

タ
タ
タ

カ
カ

カ
カ
カ

ラ
ラ

ラ
ラ
ラ

● 

保
健
師
さ
ん
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス
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不
審
な
電
話
は
一
人
で
悩
ま
ず
、

家
族
や
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

対
策
は
？

● 

診
療
所
だ
よ
り

● 

安
全
安
心
地
域
づ
く
り

入
道
雲
が
高
く
な
る
と
、心
配
に
な
る
の
は「
飲
み
水
」で
す
。

夏
場
は
牛
の
飲
水
量
が
増
え
る
た
め
、
十
分
な
水
量
を
確
保
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。設
備
の
経
年
劣
化
に
よ
る
損
傷
や
、
水
源
の
枯
渇
に
は
注
意
が

必
要
で
す
。こ
の
機
会
に
給
水
管
設
備
の
点
検
を
し
、
特
に
井
戸
水
や
湧
き

水
を
利
用
し
て
い
る
畜
舎
で
は
常
に
畜
舎
の
給
水
管
理
に
気
を
配
り
ま

し
ょ
う
。

初
心
者
の
皆
さ
ん
は
、
ま
ず
は
給
水
設
備
を
き
れ
い
に
保
つ
こ
と
か
ら
始

め
ま
し
ょ
う
。水
の
流
れ
を
理
解
し
、
牛
舎
全
体
を
常
に
清
潔
に
保
つ
よ
う

に
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

中
堅
の
皆
さ
ん
は
、
子
牛
の
状
態
を
把
握
し
つ
つ
飲
水
管
理
を
行
い
ま

し
ょ
う
。離
乳
し
た
ば
か
り
の
子
牛
は
う
ま
く
水
を
飲
め
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。毎
日
の
飲
水
量
が
十
分
で
あ
る
か
、
個
別
に
確
認
す
る
こ
と
も
大
切

で
す
。（
牛
は
冷
た
い
水
が
好
き
で
す
か
ら
）

ベ
テ
ラ
ン
の
皆
さ
ん
は
、
獣
医
師
と
の
連
携
を
深
め
早
期
対
応
を
行
い
ま

し
ょ
う
。下
痢
、
脱
水
を
起
こ
し
た
子
牛
に
電
解
質
を
含
ん
だ
水
分
を
補
給

す
る
こ
と
で
、
症
状
を
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。時
に
は
ス
ト
マ
ッ
ク

チ
ュ
ー
ブ
を
使
用
す
る
こ
と
も
有
効
で
す
。

夏
場
は
人
間
も
牛
も
体
調
を
崩
し
や
す
く
な
り
ま
す
。皆
さ
ん
も
初
心
に

か
え
っ
て
ま
ず
は
給
水
設
備
の
状
態
を
十
分
に
確
認
し
、
こ
れ
か
ら
の
暑
い

夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

夏
場
の
水
の
管
理
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

News from the clinic診療所 だより

中
西
部
家
畜
診
療
所

獣
医
師  

藤
本  

学

ふ
じ 

も
と  

ま
な
ぶ

10

豪
雨
、
台
風
地
震
、
大
雪
な
ど
の
大
規
模
な
災
害
の
後
は
、
便
乗
し
た
悪
徳
商
法
等
の

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

電
話
機
の
「
迷
惑
電
話
防
止
機
能
」
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
機
能

は
、電
話
が
か
か
っ
て
き
た
相
手
に
警
告
し
、電
話
の
音
声
を
実
際
に
『
録

音
』
し
て
く
れ
る
た
め
相
手
に
断
電
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

災害に便乗した
　　不審電話に注意！

安全
安心

地域づくり
Safe & Secure

大
分
県
警
察
本
部

生
活
安
全
部
生
活
安
全
企
画
課

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

大
熊  

建
国  

室
長

お
お
く
ま
　
た
て
く
に

豪
雨
等
の
被
害
を
調
査
す
る
と
告
げ
、
調
査
後

な
ど
と
契
約
を
迫
る
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

● 

本
来
必
要
な
い
の
に

 

「
○
○
が
壊
れ
て
い
る
か
ら
工
事
が
必
要
」

● 「
保
険
を
利
用
す
れ
ば
実
質
的
に
無
料
で
修
理
で
き
る
」

● 

固
定
電
話
の
対
策
を
し
ま
し
ょ
う

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
を
名
乗
る
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

不
審
に
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
電
話
を
切
り
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
確

認
す
る
か
、
家
族
や
警
察
に
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
申
告
さ
れ
た
方
以
外
の
被
害
調
査
は

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
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通
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の
ど
ぼ
と
け
周
辺
に
力
を
入
れ
な
が

ら
、
手
と
額
を
５
秒
間
押
し
合
う

 

　
１
日
５
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10
回
行
い
ま
し
ょ
う

 

パ
タ
カ
ラ
体
操   …

 

の
ど
や
舌
の
筋
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を
鍛
え
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す

 

①
で
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の
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て
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な
声
で

行
い
、
慣
れ
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き
た
ら
回
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を
増
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ょ
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こ
れ
ら
の
体
操
は
、
毎
日
続
け
て
こ
そ

効
果
が
出
て
く
る
も
の
で
す
。
ご
家
族
と

一
緒
に
や
っ
て
み
た
り
、
童
謡
の
歌
詞
を

パ
タ
カ
ラ
に
変
え
て
歌
っ
て
み
た
り
と
、

楽
し
み
な
が
ら
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

の
み
込
む
力
が
衰
え
る
と 

前
号
で
、筋
肉
の
質
や
量
が
低

下
す
る
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
に
つ
い
て
の

話
を
し
ま
し
た
。サ
ル
コ
ペニ
ア
が

あ
る
と
、手
脚
だ
け
で
な
く
、の
み

込
む
力
も
低
下
し
ま
す
。の
み
込

む
力
が
衰
え
る
と
、食
事
に
支
障

を
き
た
し
た
り
、「
誤
嚥
」を
起
こ

し
や
す
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。積

極
的
に
予
防
対
策
を
行
って
、の
み

込
む
力
を
維
持
し
ま
し
ょ
う
。

日
田
市
医
師
会
立

日
田
検
診
セ
ン
タ
ー

　
　
　
保
健
師
　
渡
辺 

綾
子

鼻腔

舌

咽頭

口腔

喉頭蓋
喉頭

気管
食道

胃肺

手
は
上
に
向
か
っ
て
押
す

お
で

こは下向きに

のどぼとけの辺りに力が入って
いることを意識します

５秒キープ

パ タ カ ラ
くちびるを

破裂させるように
舌の先を
歯切れよく

舌の奥をのどに
押し付けるように

舌の先を
クルクルまわして

パ
パ

パ
パ
パ

タ
タ

タ
タ
タ

カ
カ

カ
カ
カ

ラ
ラ

ラ
ラ
ラ

● 

保
健
師
さ
ん
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス

Public Relations Magazine  2021NOSAI OITA

11



き
つ
き
み
か
ん
を
支
え
る

若
者
た
ち

　
杵
築
市
は
全
国
有
数
の
み
か
ん
産
地
で
す
。
し
か
し

現
在
高
齢
化
が
進
み
、
み
か
ん
農
家
は
減
少
を
続
け

て
い
ま
す
。
市
は
将
来
を
担
う
新
た
な
戦
力
を
育
成
し

よ
う
と
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
を
設
置
。
昨
年
ま
で

に
２
人
の
新
た
な
生
産
者
が
誕
生
し
ま
し
た
。

２
期
生
　
岡
本 

和
也
さ
ん
（
29
）

　
岡
本
和
也
さ
ん
は
、
杵
築
市
の
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ス

ク
ー
ル
（
ハ
ウ
ス
み
か
ん
）
の
２
期
生
と
し
て
２
年
間

学
び
、
昨
年
11
月
に
就
農
し
ま
し
た
。
　
　

　
現
在
同
市
で
ハ
ウ
ス
み
か
ん
30
ア
ー
ル
を
栽
培
し
て

い
ま
す
。

　
以
前
は
会
社
勤
め
を
し
て
い
た
岡
本
さ
ん
。
週
末
に

実
家
の
野
菜
作
り
を
手
伝
う
程
度
で
し
た
が
、
本
格

的
に
農
業
が
や
り
た
い
と
思
い
会
社
を
退
職
。そ
の
後
、

何
を
作
る
か
模
索
し
て
い
る
時
、知
人
か
ら
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
ス
ク
ー
ル
を
紹
介
さ
れ
ハ
ウ
ス
み
か
ん
栽
培
に
興
味

を
持
ち
入
校
し
ま
し
た
。

　「
だ
ん
だ
ん
み
か
ん
が
色
づ
い
て
く
る
の
を
見
る
と

や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
就
農
し
て
初
め
て
の
収
穫
が

今
年
６
月
末
か
ら
始
ま
る
の
で
楽
し
み
で
す
。
実
際
に

自
分
で
や
っ
て
み
る
と
毎
日
が
勉
強
。
今
後
も
勉
強
し

な
が
ら
頑
張
り
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
現
在
の
規
模
で
軌
道
に
の
れ
ば
、
規
模
拡
大
も
予

定
し
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
中
晩
柑
の
品
種
も
手

掛
け
て
い
き
た
い
と
意
欲
的
で
す
。

１
期
生
　
荻
野 

藍
さ
ん
（
23
）

　「
ハ
ウ
ス
栽
培
の
難
し
さ
や
、
初
め
て
の
事
で
不
安

は
あ
り
ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り
収
穫
は
楽
し
み
で
す
」
と

話
す
荻
野
さ
ん
。

　
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
１
期
生
と
し
て
卒
業
後
、
同

市
で
ハ
ウ
ス
み
か
ん
20
ア
ー
ル
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
荻
野
さ
ん
は
大
分
市
出
身
。
農
業
大
学
校
在
学
中

に
み
か
ん
農
家
に
住
み
込
み
実
習
を
し
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
み
か
ん
づ
く
り
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
卒
業

後
は
就
職
を
せ
ず
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
に
入
校
。

２
年
間
の
研
修
の
後
、
昨
年
９
月
に
就
農
し
ま
し
た
。

　「
い
つ
か
は
中
晩
柑
の
品
種
や
大
分
県
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
品
種
で
あ
る
サ
ン
セ
レ
ブ
を
作
っ
て
み
た
い
」
と
話

し
て
く
れ
た
荻
野
さ
ん
。
２
人
と
も
初
収
穫
へ
向
け
て

の
意
気
込
み
は
十
分
で
す
。

杵築市ファーマーズスクール
お問い合わせ先
杵築市役所　農林水産課
TEL.0978‒62‒1809

就農コーチのもとで、
就農に必要な技術や知識を
身につけることができます。
品目は、輪菊・トルコギキョウ・
ホオズキ・ヤマジノギク・
スイートピー・ハウスみかんの
６品目です。

不
死
原 

末
美
さ
ん
（
36
）

〈
豊
後
高
田
市
臼
野
〉

　
地
域
の
法
人
で
、
理
事
を
務
め
る
和

田
靖
さ
ん
は
米
・
麦
・
さ
と
い
も
・
ス
イ
ー

ト
コ
ー
ン
な
ど
約
９
５
０
ア
ー
ル
を
耕
作

し
て
い
ま
す
。

　
農
業
の
か
た
わ
ら
国
の
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
「
御

嶽
神
楽
」
で
各
地
を
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。

　「
神
楽
の
魅
力
は
農
業
と
同
じ
で
、

奥
が
深
く
、
追
求
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、

色
々
な
発
見
が
見
つ
か
る
と
こ
ろ
で
す
」

と
和
田
さ
ん
。

　
農
業
に
つ
い
て
は
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ

ン
化
の
導
入
を
視
野
に
入
れ
地
域
の
農

地
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
の
事
で
す
。

　「
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
」
と
話
す

の
は
、
葛
城
通
さ
ん
。
ゴ
ル
フ
を
始
め

て
45
年
。月
に
２
、３
回
の
ペ
ー
ス
で
コ
ー

ス
を
回
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
週
に
１

回
、
自
治
区
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に

も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
日
課
は
、
30
分
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。

春
は
「
野
い
ち
ご
や
山
菜
を
採
り
な
が

ら
歩
く
の
が
楽
し
い
」
と
葛
城
さ
ん
。

　
水
稲
を
55
ア
ー
ル
と
家
の
近
く
の
畑

で
季
節
の
野
菜
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
を
維
持
し
「
体
が
動

く
限
り
は
、
田
ん
ぼ
を
作
っ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

地
域
の
農
地
を
守
り
た
い

〈
豊
後
大
野
市
清
川
町
〉

農
事
組
合
法
人
グ
リ
ー
ン
法
人
中
野

理
事
　
和
田 

靖
さ
ん（
39
）

　「
１
年
半
前
に
就
農
し
て
か
ら

９
頭
の
子
牛
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

８
月
に
は
初
め
て
の
出
荷
を
予

定
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、

豊
後
高
田
市
真
玉
町
で
牛
の
繁

殖
農
家
を
営
む
不
死
原
末
美
さ

ん
。
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
放
牧
場

で
繁
殖
牛
14
頭
を
飼
育
し
て
い

ま
す
。

　
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
大
の
動
物
好

き
だ
っ
た
不
死
原
さ
ん
。
動
物
に

係
る
仕
事
を
し
よ
う
と
一
念
発
起

し
、
大
分
に
移
住
し
て
就
農
。
２

年
間
、
県
内
の
繁
殖
農
家
で
研
修

を
受
け
２
０
１
９
年
11
月
に
独
立

し
ま
し
た
。

　
畜
舎
に
は
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置

し
、
子
牛
や
分
娩
前
の
母
牛
の
体

調
管
理
を
欠
か
さ
ず
行
い
ま
す
。

現
在
は
規
模
拡
大
の
た
め
、
木
々

の
伐
採
や
放
牧
場
の
管
理
に
も
力

を
入
れ
、
よ
り
よ
い
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　「
大
変
な
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
自
分
が
愛
情
を
か
け
、

成
長
し
て
い
く
子
牛
を
見
て
い
く

こ
と
に
と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ

ま
す
。
今
後
は
繁
殖
牛
を
25
頭
ま

で
に
増
や
し
、
こ
れ
か
ら
も
飼
育

を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」
と
嬉

し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

初
出
荷
目
前

「
体
を
動
か
す
」

〈
由
布
市
挾
間
町
〉

葛
城 

通
さ
ん（
69
）

共
済
部
長
18
年
目

か
つ
ら 

ぎ
　
と
お
る

  

わ
　 

だ
　 

や
す
し

13

（
右
）毎
日
が
勉
強
だ
と
話
す
岡
本
さ
ん

（
右
下
）出
荷
用
に
箱
詰
め
さ
れ
た
み
か
ん

（
左
下
）「
夏
場
の
収
穫
は
体
力
勝
負
で
す
が
、い
ま
か
ら
楽
し
み
で
す
」と
話
す
荻
野
さ
ん

「毎日のウォーキングを楽しんでいます」
と話す葛城さん

「御嶽神楽で地域おこしをしたい」
と話す和田さん

大の動物好きだと話す
不死原さん
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き
つ
き
み
か
ん
を
支
え
る

若
者
た
ち

　
杵
築
市
は
全
国
有
数
の
み
か
ん
産
地
で
す
。
し
か
し

現
在
高
齢
化
が
進
み
、
み
か
ん
農
家
は
減
少
を
続
け

て
い
ま
す
。
市
は
将
来
を
担
う
新
た
な
戦
力
を
育
成
し

よ
う
と
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
を
設
置
。
昨
年
ま
で

に
２
人
の
新
た
な
生
産
者
が
誕
生
し
ま
し
た
。

２
期
生
　
岡
本 

和
也
さ
ん
（
29
）

　
岡
本
和
也
さ
ん
は
、
杵
築
市
の
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ス

ク
ー
ル
（
ハ
ウ
ス
み
か
ん
）
の
２
期
生
と
し
て
２
年
間

学
び
、
昨
年
11
月
に
就
農
し
ま
し
た
。
　
　

　
現
在
同
市
で
ハ
ウ
ス
み
か
ん
30
ア
ー
ル
を
栽
培
し
て

い
ま
す
。

　
以
前
は
会
社
勤
め
を
し
て
い
た
岡
本
さ
ん
。
週
末
に

実
家
の
野
菜
作
り
を
手
伝
う
程
度
で
し
た
が
、
本
格

的
に
農
業
が
や
り
た
い
と
思
い
会
社
を
退
職
。そ
の
後
、

何
を
作
る
か
模
索
し
て
い
る
時
、知
人
か
ら
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
ス
ク
ー
ル
を
紹
介
さ
れ
ハ
ウ
ス
み
か
ん
栽
培
に
興
味

を
持
ち
入
校
し
ま
し
た
。

　「
だ
ん
だ
ん
み
か
ん
が
色
づ
い
て
く
る
の
を
見
る
と

や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
就
農
し
て
初
め
て
の
収
穫
が

今
年
６
月
末
か
ら
始
ま
る
の
で
楽
し
み
で
す
。
実
際
に

自
分
で
や
っ
て
み
る
と
毎
日
が
勉
強
。
今
後
も
勉
強
し

な
が
ら
頑
張
り
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
現
在
の
規
模
で
軌
道
に
の
れ
ば
、
規
模
拡
大
も
予

定
し
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
中
晩
柑
の
品
種
も
手

掛
け
て
い
き
た
い
と
意
欲
的
で
す
。

１
期
生
　
荻
野 

藍
さ
ん
（
23
）

　「
ハ
ウ
ス
栽
培
の
難
し
さ
や
、
初
め
て
の
事
で
不
安

は
あ
り
ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り
収
穫
は
楽
し
み
で
す
」
と

話
す
荻
野
さ
ん
。

　
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
１
期
生
と
し
て
卒
業
後
、
同

市
で
ハ
ウ
ス
み
か
ん
20
ア
ー
ル
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
荻
野
さ
ん
は
大
分
市
出
身
。
農
業
大
学
校
在
学
中

に
み
か
ん
農
家
に
住
み
込
み
実
習
を
し
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
み
か
ん
づ
く
り
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
卒
業

後
は
就
職
を
せ
ず
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
に
入
校
。

２
年
間
の
研
修
の
後
、
昨
年
９
月
に
就
農
し
ま
し
た
。

　「
い
つ
か
は
中
晩
柑
の
品
種
や
大
分
県
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
品
種
で
あ
る
サ
ン
セ
レ
ブ
を
作
っ
て
み
た
い
」
と
話

し
て
く
れ
た
荻
野
さ
ん
。
２
人
と
も
初
収
穫
へ
向
け
て

の
意
気
込
み
は
十
分
で
す
。

杵築市ファーマーズスクール
お問い合わせ先
杵築市役所　農林水産課
TEL.0978‒62‒1809

就農コーチのもとで、
就農に必要な技術や知識を
身につけることができます。
品目は、輪菊・トルコギキョウ・
ホオズキ・ヤマジノギク・
スイートピー・ハウスみかんの
６品目です。

不
死
原 

末
美
さ
ん
（
36
）

〈
豊
後
高
田
市
臼
野
〉

　
地
域
の
法
人
で
、
理
事
を
務
め
る
和

田
靖
さ
ん
は
米
・
麦
・
さ
と
い
も
・
ス
イ
ー

ト
コ
ー
ン
な
ど
約
９
５
０
ア
ー
ル
を
耕
作

し
て
い
ま
す
。

　
農
業
の
か
た
わ
ら
国
の
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
「
御

嶽
神
楽
」
で
各
地
を
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。

　「
神
楽
の
魅
力
は
農
業
と
同
じ
で
、

奥
が
深
く
、
追
求
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、

色
々
な
発
見
が
見
つ
か
る
と
こ
ろ
で
す
」

と
和
田
さ
ん
。

　
農
業
に
つ
い
て
は
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ

ン
化
の
導
入
を
視
野
に
入
れ
地
域
の
農

地
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
の
事
で
す
。

　「
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
」
と
話
す

の
は
、
葛
城
通
さ
ん
。
ゴ
ル
フ
を
始
め

て
45
年
。月
に
２
、３
回
の
ペ
ー
ス
で
コ
ー

ス
を
回
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
週
に
１

回
、
自
治
区
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に

も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
日
課
は
、
30
分
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。

春
は
「
野
い
ち
ご
や
山
菜
を
採
り
な
が

ら
歩
く
の
が
楽
し
い
」
と
葛
城
さ
ん
。

　
水
稲
を
55
ア
ー
ル
と
家
の
近
く
の
畑

で
季
節
の
野
菜
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
を
維
持
し
「
体
が
動

く
限
り
は
、
田
ん
ぼ
を
作
っ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

地
域
の
農
地
を
守
り
た
い

〈
豊
後
大
野
市
清
川
町
〉

農
事
組
合
法
人
グ
リ
ー
ン
法
人
中
野

理
事
　
和
田 

靖
さ
ん（
39
）

　「
１
年
半
前
に
就
農
し
て
か
ら

９
頭
の
子
牛
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

８
月
に
は
初
め
て
の
出
荷
を
予

定
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、

豊
後
高
田
市
真
玉
町
で
牛
の
繁

殖
農
家
を
営
む
不
死
原
末
美
さ

ん
。
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
放
牧
場

で
繁
殖
牛
14
頭
を
飼
育
し
て
い

ま
す
。

　
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
大
の
動
物
好

き
だ
っ
た
不
死
原
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ん
。
動
物
に
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る
仕
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を
し
よ
う
と
一
念
発
起

し
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大
分
に
移
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て
就
農
。
２

年
間
、
県
内
の
繁
殖
農
家
で
研
修

を
受
け
２
０
１
９
年
11
月
に
独
立

し
ま
し
た
。

　
畜
舎
に
は
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置

し
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子
牛
や
分
娩
前
の
母
牛
の
体

調
管
理
を
欠
か
さ
ず
行
い
ま
す
。

現
在
は
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模
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大
の
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め
、
木
々
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伐
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や
放
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の
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理
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も
力

を
入
れ
、
よ
り
よ
い
環
境
づ
く
り

に
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り
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ん
で
い
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す
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子
牛
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す
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今
後
は
繁
殖
牛
を
25
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で
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て
い
き
た
い
で
す
」
と
嬉

し
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う
に
話
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て
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れ
ま
し
た
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初
出
荷
目
前

「
体
を
動
か
す
」

〈
由
布
市
挾
間
町
〉

葛
城 

通
さ
ん（
69
）

共
済
部
長
18
年
目

か
つ
ら 

ぎ
　
と
お
る

  

わ
　 

だ
　 

や
す
し

13

（
右
）毎
日
が
勉
強
だ
と
話
す
岡
本
さ
ん

（
右
下
）出
荷
用
に
箱
詰
め
さ
れ
た
み
か
ん

（
左
下
）「
夏
場
の
収
穫
は
体
力
勝
負
で
す
が
、い
ま
か
ら
楽
し
み
で
す
」と
話
す
荻
野
さ
ん

「毎日のウォーキングを楽しんでいます」
と話す葛城さん

「御嶽神楽で地域おこしをしたい」
と話す和田さん

大の動物好きだと話す
不死原さん
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お
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気
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業
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介
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● 

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

大きなミツバチが目印

宇佐市山本2083
TEL.0978-32-0891
定休日／毎週火曜日
営業時間／ 10:00～17:30
　軽食の提供時間
　　11:00～14:30（オーダーストップ）

　デザート・ドリンクの提供時間
　　11:00～17:00（オーダーストップ）

はちみつ工房・芳苑「ほうえん」
宇佐インターから車で３分の場所に店を構えるはち

みつ工房・芳苑「ほうえん」は、季節のはちみつを利用した
メニューを提供するカフェです。

お米は地元、宇佐産のヒノヒカリを使用し、野菜は近隣
農家が無農薬で栽培した採れたて野菜を使っています。

人気は「XO醤と海鮮のあんかけオムライス」。
自家養蜂のはちみつをお米と一緒に炊き込んだ、はち

みつライスを使っていて、ほんのりした甘さとコクがさらに
餡の味をひきたてます。

ランチメニューの他にも店内ではデザートや搾りたての
はちみつを使ったお土産も販売しており、食事をしなくても
楽しめる空間になっています。

近隣にお越しの際は是非、立ち寄ってみてください。
休日は大繁盛なので予約を忘れずに!!

※定休日、営業時間については各店舗にお問い合わせください。

おすすめスポット

いっちみちょくれ！
「海遊王国」をモチーフにした、

人気観光スポット！

つくみん公園
子どもから大人まで楽しめる、津久見市の有名な観光ス

ポットとして名を馳せています。広大な海の世界を彷彿と
させる、広い敷地と様々な遊具たち。海遊王国をモチーフ
にした大型遊具には楽しい仕掛けが新設されました。

津久見市街地からほど近い場所に位置しているため、家
族で目一杯遊んだ後は、津久見市のグルメもお楽しみいた
だけます。

ストレスが溜まりがちなコロナ禍ですが、思い出という
名のお宝を探しに出かけてみてはどうでしょうか！

津久見市港町4142番153

南部支所
資産共済課

阿部 雄太
あ　  べ ゆう     た

217
● 社会福祉協議会

●

岩屋公民館

● 赤八幡社

● 大友公園

後藤医院 ● 

商工会館 ● 

ローソン ● 

●

津久見市役所

つくみん公園

津久見駅

親子連れに
人気の公園です

はちみつ
ライスが
最高！

●
貴船神社

● 鷹栖つり橋公園
● 鷹栖観音堂

宇佐IC
はちみつ工房・芳苑
「ほうえん」

● 三和酒類
    本社工場

東九州自動車道

宇佐IC

東九州自動車道

625

北部支所
収穫共済課

山本 達郎
やま    もと　   たつ    ろう
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平　祥尚 さん（36）
ひら　  あきひさ

ぎょう ざ

● 九重町松木
● 経営規模
　 ネギ60a、水稲１ha、

　トウモロコシ20a、

　自然薯２a

DATA

● 

プ
レ
ゼ
ン
ト

【 問題 】
ＮＯＳＡＩおおいたでは様々な農家支援サービス

（損害防止事業）を実施しています。
○○対策の申請期限は令和３年８月31日（火）、
○○○共済の「大型特殊免許・けん引免許」取
得費用補助の申請期限は令和４年３月31日（木）
です。忘れずに申請しご利用ください。

○ ○ 対 策
○ ○ ○ 共 済

おおいたブランド豚「米の恵み」と大分県産の
野菜を使用した餡を手作りの皮で１つ１つ丁寧に
包みました。フライパンでカリッと焼き上げてか
らお召し上がれ。酢こしょうでさっぱり食べるの
がおすすめです。

応募締め切り 

2021年８月22日（日）（消印有効）

うちの餃子：豊後大野市三重町内田 2543-２
TEL.0974-22-3551

《応募方法》ハガキまたはＥメールに下記の①～⑤を記入
いただきお申し込みください。当選者は発送をもって発表に
かえさせていただきます。
①クイズの答え
②感想や１番よかった記事、NOSAIへの質問や要望
③郵便番号、住所　　④氏名、年齢　　⑤電話番号

《ハガキのお送り先》
〒870-0822
大分市大道町3丁目1番1号
大分県農業共済組合広報係

● 36号（５月号）クイズ　正解は「対象薬剤」又は「箱苗施薬」
　正解者の中から抽選で５名の方にプレゼントをお贈りしました。

《Eメールのお送り先》
kirari@nosai-oita.jp

スマホからも応募できます！

き
ら
り
び
と

今
月
の
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● 

今
月
の
表
紙

クイズdeプレゼント！

『うちの餃子』より、『冷凍餃子セット』

抽選で５名様にプレゼント！
※ヒントは、8・9ページ

３
年
前
、「
農
業
を
継
い
で

も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
」
と
い

う
父
親
の
一
言
を
き
っ
か
け

に
、
16
年
間
勤
務
し
た
陸
上

自
衛
隊
を
退
官
し
農
家
へ
の

道
を
決
意
。

現
在
、
父
・
猶
法
さ
ん
（
68
）

と
母
・
由
美
子
さ
ん
（
64
）
と

共
に
ネ
ギ
、
水
稲
を
栽
培
し
て

い
る
。

「
最
初
は
今
ま
で
と
全
く
異

な
る
業
種
の
為
、
農
業
用
語
や

面
積
の
数
え
方
が
わ
か
ら
ず
、

戸
惑
う
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し

た
が
、
周
り
の
方
々
に
支
え
ら

れ
な
が
ら
、
農
家
と
し
て
日
々

奮
闘
し
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で

汗
を
拭
う
。

今
後
は
、
他
に
も
栽
培
し
て

い
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
自
然
薯

の
作
付
面
積
拡
大
を
目
指
し
な

が
ら
新
た
な
品
種
に
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
、
楽
し
く
農
業
を
続
け

ら
れ
た
ら
と
意
気
込
み
を
語
る
。

な
お
の
り

ゆ
　
み
　
こ
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宇
佐
市
下
森
山
に
住
む
池
田
貞
子
さ
ん
は
、

家
庭
菜
園
で
季
節
に
応
じ
た
様
々
な
花
を
栽
培

し
て
お
り
、
20
年
ほ
ど
前
か
ら
ふ
れ
あ
い
市
場
に

も
出
荷
し
て
い
ま
す
。

「
体
力
的
に
き
つ
く
な
い
よ
う
に
、
天
候
に
左

右
さ
れ
る
作
物
は
作
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま

す
」
と
話
す
池
田
さ
ん
。
ふ
れ
あ
い
市
場
に
出

荷
す
る
こ
と
で
栽
培
に
や
り
が
い
を
感
じ
、
楽
し

み
な
が
ら
作
物
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と

い
い
ま
す
。

「
年
齢
的
に
や
め
よ
う
と
も
考
え
て
い
ま
す
が
、

や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
う
ち
は
体
を
い
た
わ
り

な
が
ら
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
や
っ
て
い
き
ま
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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東 部 支 所  TEL.０９７８‐６３‐４４６６
中西部支所  TEL.０９７３‐７２‐３４０９
大分出張所  TEL.０９７‐５７６‐７４６１

南 部 支 所  TEL.０９７４‐２２‐３３３０
竹田出張所  TEL.０９７４‐６３‐２８２５
北 部 支 所  TEL.０９７８‐３２‐１３０７

昔は田植え時にタニシを拾っ
て、みそ汁に入れて食べていたと
祖母から聞き驚きました。稲の食
害の原因となるジャンボタニシ
も、もとは食用として輸入された
と聞きます。NOSAIでは対策のた
めの薬剤購入費を補助していま
すので、忘れずご利用ください。
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　ウンカ対策、ジャンボタニシ対
策として薬剤の購入経費を補助
します。
　申請期限は８月31日（火）です。
　
　その他様々な農家支援サービ
スを提供しています。
　詳細は８、９ページで！

　令和４年４月採用職員（総
合職）の募集を開始します。
　また、採用ガイダンスを開
催決定。
　詳細はＮＯＳＡＩホームペー
ジで！ （７月上旬公開予定）

農家支援サービスを
ご利用ください

採用情報 　ＮＯＳＡＩでは、営農と暮らしを
豊かにする情報をお届けする
農業共済新聞を毎週発行して
います。

農業共済新聞を
購読しませんか？

〈購読料〉５，５２０円
購読をご希望の方は
お近くのNOSAIへ！

「NOSAI」への
ご意見・ご要望を
お寄せください

編集後記

hp@nosai-oita.jp
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